
凶
江
沼
稲
に
向
V
O
住
み
、
こ
L
に
一
主
り
て
又
一
一反
防
に

一
六
仰
の
依
そ
増
加
す
る
か
ら
、
米
四
升
を
そ
の
山
口
用

判

じ

た

の

で

あ

る

。

一

に
日
て
、
日
米
は

一
討
に
什
一
斗
一
升
二
合
に
止
め

ヲ
チ
イ
ケ
ロ
池

J
オ
ク
イ
ケ
奥
地
。

一
た
。
前
後
滞
米
に
主
る
ま
で
鎚
動
が
な
い
。

合
チ
イ
ハ
ヒ
ロ
訳

出附
政
の
時
、
士
人
の
家
で

一

ク
ヂ
ラ

鯨

際
政
時
代
に
於
い
て
館
を
的
鐙
す

H

片
足
に
供
へ
た
綴
防
を
煮
て
食
す
る
も
の
で
、
正
月

一
る
は
臥
主
榔
宇
出
却
の
み
で
、
そ
の
肉
を
宇
出
様
鯨

十
一
日
米
は
十
五
日
以
後
に
も
行
は
れ
た
。

こ
の
純

一
と
僻
し
て
白
央
L
、
他
の
浦
々
で
は
死
臨
の
謀
者
し

餅
を
紋
慨
す
る
こ
と
を
直
す
と
い
ふ
は
、
腕
る
の
糾

一
た
も
の
を
取
勉
げ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
お
鯨
を
捕
方

を
避
け
た
の
で
あ
る
。

一
に
分
配
す
る
祐
部
は
、
滋
胞
二
年
二
且
十
五
日
の
令

。

チ

コ

ロ
海

鼠

出

品
川
糊
以
・持
制
・龍
棚
田
守

一
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
鯨
の
山
市
っ
た
村

の
特
産
で
、
前
山
胤
の
卵
の
間
間
半
を
い
ひ
‘
間
半
巾
の
一
へ
五
分
、
そ
の
郡
山
び
に
耐
脇
一
二
，
村
会
一
，
村
し
か

阿
佐
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
終
に

L
一
な
い
同
は
F

一
令
村
で
も
〉
へ
二
分
宛
、
向
そ
の
村
近
防

て
、
海
鼠
の
卵
を
鉱

O
H光
に
乾
し
た
も
の
刀
、
千

一
の同盟方一一一タ
村
へ

一
分
で
あ
る
。
但

L
仲
合
で
死
鯨

日
出
阪
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
。

一
を
給
う
た
場
合
に
は
、
そ
の
漁
民
の
邸
す
る
村
の
み

。
チ
ゴ
ホ
リ
ロ
郡

務
政
時
代
に
於
い
て
は
、

一
の
所
得
に
な
っ
た
。

能
管
の
羽
川
・腿白
川
二
部
を
口

m
xは
柏
市
と
い
ひ
、
一

安
ヂ
ラ
ジ
マ

鯨
島

郎
主
刷
版
航
の
内
の
小
字
。

之
に
針
L
て
凶
ポ
・珠
洲
二
泌
を
拠
柑
と
い
う
た
。

一

ヲ
ヂ
ラ
ボ
ネ

鯨
骨

羽
咋
部
今
滋
附
近
の
地
名
。

タ
チ
サ
ン
ポ
ウ
ダ
ケ
ロ
三
方
岳

石
川
端
の
中

一
町
長
-
刈
年
-
史
記
に
、末
森
合
臓
の
こ
と
を
い
う
て
、

央
に
在
る
。

一
名
他

ニ
方
又
は
」
一
方
山
と
い
ひ
、
一
二
『
利
家
公
御
後
容
の
時
御
は
た
あ
げ
ら
れ
し
は
、
今

ヒ
γ
hq
'

一

又
で
は
日
間
山
と
も
い
ふ
。
前
さ
一
二
六
九
米
。
地

一
一
出
の
う
し
ろ
の
砂
山
に
て
、
同
惜
の
向
ひ
な
り
。
そ
の

伐
討
英
組
問
宕
。
左
前
は
拠
地
か
ら
こ
粁
七
。

一
砂
山
を
〈
ち
ら
ほ
れ
と
い
ふ
よ
し
。
披
跡
よ
b
見
る

h
y
チ
ナ
ウ
ミ
ロ
直
海
山
万
一
石
川
郡
河
内
庄

一
に
、
大
手
は
凶
に
し
て
少
雨
へ
よ
れ
り
o
蹴
手
も
聞

に
制
す
る
部
孫
。

一
に
し
て
少
北

へ
よ
れ
0
0
佐
々
陣
取
せ
L
M叶狩
山
と

。
チ
マ
イ
ロ
末

日

米
は
山
姓
が
利
米
に
加
へ

一
い
ふ
は
城
山
市
に
見
え
た
b
o』
と
把
す
る
。

て
上
納
す
る
も
の
で
、
国
民
三
年
以
堅
苦
の
向
山

一
h
y
チ
ワ
h
F
U
J

口
渡
り

望
日
内
捕
の
拠
か
ら
梅

山
総
に
於
け
る
線
地
定
に
一
石
に
付
二
升
と
見
止
、

一
怖
を
取
っ
て
出
品
部
七
路
に
出
る
を
い
ふ
o
能
殺
誌

加
型
怖
に
な
っ
て
は
阪
長
十
年
の
文
引
に
五
升
、
元

一
に、

『字
削
仰
な
ど
よ
り
腕

J

口
へ
の
飴
従
来
を
口

和
沌
年
十

一
且
の
令
に
六
升
で
あ
0
.
匁
二
年
九
H
A

一
波
。
と
い
へ
り
。

此
叩
村
よ
り
向
か
う
、
自
の
地

十
七
日
憎
し
て
八
升
に

L
た
。
次
い
で
紅
白
文
十
年
従

一
悠
γ
削
村

へ
拠
る
を
大

口
と
い
う
て

按
上

一
望
な

ん地
の

4
子
升
で
抗
っ
た

定
納
及
び

口
米
一
石
八
升

一
。
。
夫
よ
り
肋
の
地
厳
円
村
・長
崎
村
野
崎
村
を
綬

は
、
新一
一尽
升
で
一
一
抱
一
斗
一
升
一
一
A
円
四
勾
に
日
る
こ

一
て
、日

m，
山
川
村
よ
b
向
か
う
の
陵
地
三
室
村
へ
渡
る

と
を
釘
出
L
・日
開利一
忠
升
出
斗
を
一
依
と
す
る
時
は
、
一
を
小
口
と
m
L、
お
上
二
十
町
な
り
。
一
一
一
室
よ
り
太

定
納
尚
討
及
び
日
米
十

一
石
二
4
四
升
を
容
れ
る
侠

一

m村
停
を
総
て

m，口
へ
削
る
な
り
。
叩
村
よ
り
腕
，

は
出
二
十
二
個
と
な
り
、従
来
の
川
十
六
侠
に
比
L
、
一
口
ま
で
六
昭
一宇
な
り
。
』
と
あ
る
。

ク
チ
ー
ー
ク
=

タ
ツ
ミ
ジ
ユ
ウ
ベ
エ

久
津
見
十
兵
衛

初

め
朝

食
氏
に
仕

へ
、
後
越
前
府
申
に
於
い
て
前
倒
利
家
に

邸
し
た
。

子
孫

mk滞
に
仕

へ
る
。

h
y
ツ
ヤ
サ
プ
ロ
ス
ケ

久
津
屋
三
郎
助

能
美
榔

小
松
八
日
市
に
住
ん
で
、
川
年
寄
で
あ
っ
た
。
文
化

五
年
六
且
官
七
日
夜
、
例
年
の
不
作
に
よ
っ
て
附
錐

し
た
恐
民
の
お
乱
入
せ
ら
れ
、
買
を
挺
う
て
小
松
に

入
牢
し
、
次
い
で
金
制
印
公
郁
必
に
於
い
て
札
明
を
党

け
た
後
、
六
年
十
且
小
松
を
泊
政
せ
ら
れ
、
金
仰
に

日
位
し
た
。

タ
ヅ
レ
ヤ
マ

崩
れ
山

金
制
印
刷
叫
脅
山
の
飽
で
、

。

ニ

カ

ネ

図
筆
珠
洲
捕
者
山
庇
に
M

幽
す
る
部

浅
野
川
の
川
伊
で
あ
る
。

文
政
四
年
二
且
金
持
阿
約
訴
。
村
名
州
旅
田
に
、『
此
村
に
凶
殺
と
巾
YH
姓
悩
在

部
地
の
一
部
を
川
支
配
と
し
た
附
、
卯
民
村
鮪
腕
れ
候
に
付
、
則
村
名
に
削
巾
同
巾
山田候
O
』
と
あ
る
。

山
は
制
背
ド
川

へ
岡
山
込
め
る
と
あ
っ
て
、
間
帯
下
町

ヲ
ニ
サ
ハ
ゴ
ン
ザ
エ
モ
ン

回
選
権
左
衛

門

初

の
約
き
な
る
郎
地
で
あ
っ
た
。
町
名
の
尚
旅
は
、
元
め
熊
之
助
。
犯
保
三
年
奥
=
一
左
衛
門
一
冗
監
の
泊
知
二

政
二
年
七
且
十
六
日
及
び
間
十
二
年
十
二
且
二
」l
一一一
百
石
を
製
ぎ
、
資
料
五
年
大
小
絡
組
に
班
L
、
大
鋭

日
に
制
緩
L
た
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

i
カ
ン
ノ
奉
行
に
任
じ
た
が
、
町
人
竹
同
国
民
四
郎
に
滞
有
の
鋭

y
ヤ
マ
ク
ヅ
レ
似
品
円
山
崩
。

子
を
岱
被

L
た
こ
と
が
持
制
L
、
入
年
正
用
十
七
日

ク
ツ
ワ
ダ
ト
モ
ツ
ナ

俗
図
友
銅

山管
制
は
又
七

塚
慨
し
た
。

寸
況
分
に
も
作
る
。
泌
稽
肥
後
。
上
杉
謙
信
の
併
で
、

ク

ニ

サ

ハ

シ

ユ

メ

国

選一
玉
寓
父
加
右
衛
門
は

天
正
七
年
平
子
和
泉
と
共
に
臥
主
制
巾
山
の
血
盟
主
で
浪
人
で
放
憾
一
一
年
小
松
に
残
し
た
。
全
脳
は
前
川
利

あ
っ
た
が
、
椴
弁
京
臨

・
=
一
宅
長
崎
町
に
般
か
れ
、
鹿
市
に
奉
仕
し
て
小
々
将
と
な
り
、
綱
紀
の
時
に
大
小

島

郡

訟

一

白

で

殺

さ

れ

た

。

将

組

に

斑

L
、
総

T
石
に
U
叫
ん
だ
。
箆
文
三
年
制限。

子
孫
限
前
山
慨
に
仕
へ
る
。

ク
=
サ
ハ
シ
ン
パ
チ

回
選
新
八

大
問
寺
山
出
土
。

前
凶
利
訟
の
時
老
院
野
口

-k
mの
郭
円
相
な
る
を
仰

し
、
反
い
仙
の
原
動
が
あ
っ
た
件
州
、
h
f
保
十
年
三
月
削

門
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
後
に
返
却
附
し
た
ら
し
い
。

ヲ
ニ
シ
ゲ

圏

雲

加

到
の
刀
工
。

甚
太
夫
鍛
若

の

m。
活
様
凶
郎
三
郎
。
日
午
保
の
億
治
巾
に
見
え
る
。

合
エ
シ
ゲ

図
重

珠
洲
榔
木
郎
郷
に
制
す
る
部

古川。

。
テ
ガ
ハ

久
手
川

臥
京
都
川
原
川
郷
に
凪
す

る
邸
古
川
。
能
常
宿
跡
志
に
、『
久
子
川
に
池
川
の
松
と

て
名
木
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

タ
テ
ヒ
コ
ジ
ン
ジ
ヤ

久
底
比
古
紳
芯

i
タ
エ

ヒ
コ

ジ
Y
ジ
ヤ

久

延
比
古
制
枇
。

空
ト
ウ
シ
旬
僚
師
明
倫
設
の
敏
峨
で
、
御
歩

組
以
上
の
子
弟
が
召
出
さ
れ
、
初
臨
す
の
生
徒
に
来
的

を
授
け
、
役
鋭
五
枚
を
奥
へ
ら
れ
た
。
天
保
十
年
の

祭
政
修
補
以
後
こ
の
峨
名
が
あ
る
。

h
y
ナ
イ
パ
シ

宮
内
橋

金
部
品目ι
屋
舗
の
次
な
る

惣
惜
別
の
一辿
山
師
に
架
せ
ら
れ
、
務
政
の
時
は
慌
の
耐

と
下
と
に
惣
開
刑
訴
人
の
家
が
あ
り
、
小
幡
宮
内
の
郎

地
附
近
に
あ
る
か
ら
、
宮
内
総
と
も
宮
内
山
間
橋
と
も

呼
ん
だ
。
此
の
俄
下
の
加
に
生
ひ
繁
っ
た
草
を
磁
草

と
呼
び
、
紅
粉
花
の
如
き
叫
怖
が
吹
き
、
春
に
は
則
自

内
が
悉
く
創
に
見
え
た
が
、
雌間滞
後
惣
間
的
刷
を
隠
し

た
の
で
今
は
削
耐
え
.
仮
俄
で
あ
っ
た
の
も
明
治
七
作

に
土
婦
と
改
め
ら
れ
た
。

図
録
加
引
の
万
工
。
同
飛
と
切
る
。

ク
ニ
カ
ネ

永一
止
頃。

国
玉
神
社

江
削
州
州
日
制
谷

hz-
aマ
ジ
ン
ジ
ヤ

二
五
九


